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診療参加型臨床実習をより効果的な実習に改善して行く目的で，2009年度と2010年度の朝日大学歯学部5
年次臨床実習生（各114名と104名）に臨床実習に関する意識調査を実施し比較検討した．アンケートでは学
生が診療を行うに当たっての知識や技術の習熟度，不足していたと感じた場合の対応，服装や身だしなみ，
患者・指導医・スタッフとの人間関係，臨床実習後の到達度など12項目について調査した．その結果，知識
や技術の不足を感じる学生が増加し，その対策として積極的にシミュレーション実習に取り組む姿勢が見ら
れた．身だしなみについては適正なドレスコードの必要性を認める学生が増加し，診療スタッフとしての自
覚が芽生えたことを示した．以上の結果は，2010年度生は2009年度に比べて，診療に対する積極的な取り組
みの姿勢の向上が見られた．
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緒 言

歯科学生の資質向上を目的としてモデル・コア・カ
リキュラムの作成と標準評価試験（共用試験）が導入
され，これらを基盤とした診療参加型実習の実施と充
実が，文部科学省主導のもと，強く推し進められてき
ている1）．また，歯科医師臨床研修も必須化されたこ
とから，卒前臨床実習は歯学部教育の集大成であると
いうだけでなく，臨床研修へ円滑に移行させる2）ため
の重要なステップの一つであり，卒業後の歯科医学・
歯科医療の生涯教育への橋渡しとしての役割を担う極
めて重要な教育課程である3）と考えられている．
しかしその一方で，近年の社会情勢の変化や歯科医

師数の増加により学生に適した患者の確保ができなく
なり，診療参加型実習を行うことが困難になってきて
いる4）ことも指摘されている．
こうした中で，朝日大学歯学部では見学型中心で実

施していた5年次卒前臨床実習を，2009年度から診療
参加型実習へと変更したが，このようなカリキュラム
内容の大幅な変更は，学生はもちろん，指導医や病院
スタッフにも負担となり，結果として受診患者に迷惑
をかけてしまうことが危惧される．したがって，臨床
実習をより充実した形で円滑に実施するためには，
様々な視点から診療参加型実習の問題点を抽出するこ
とも重要なことと思われる．
そこで，2009，2010年度の両年度の臨床実習終了時

に学生の意識調査に関するアンケートを実施し，両年
度の比較から，学生の意識とその変容，ならびに臨床
実習の問題点の抽出を試みた．

調査対象および方法

調査対象は，2009，2010年度の本学歯学部5年臨床
実習生（各 1々14名，104名）とした．
アンケート内容は，学生診療に対する感想とその診

療内容，自身の知識や技術の習熟度と不足を感じた時
の対応策，服装や身だしなみ，患者・指導医・スタッ
フとの人間関係，患者さんの学生への態度，臨床実習
後にできるようになったことなどの12項目とし，各項
目には自由記載欄を設けた．両年度とも約9か月間の
実習終了時に，無記名複数選択式にて回答させた（図
1，2）．
なお，図中の下線項目は，2010年度において2009年

度の項目から削除したものや新たに追加したものであ
る．

結果と考察

アンケートの回答は複数選択式としたので，各回答
を調査対象人数に対する百分率で表示して比較した．
『学生が診療に加わることについて』（図3）は，「臨
床医になるために必要である」との回答は増加傾向を
示したのに対し，「興味はあるが不安である」，「臨床
研修で実施すればよい」が減少した．また，「積極的
に診療に加わりたい」には差は認められなかった．
『診療内容について』（図4）も，「たくさん患者を

診たい」が増加し，それ以外の「不安があるので見学
だけでよい」，「可逆的内容の治療で十分である」が減
少傾向を示した．しかし，「難しい内容の治療もやっ
てみたい」も減少傾向を示したことから，支台歯形成
などの生体侵襲の危険度が高い治療への取り組みには
消極的ではあるが，歯石除去や有歯顎の印象採得，根
管貼薬処置などの可逆的内容を中心とした侵襲性の少
ない基本的な治療に関しては2010年度学生では前向き
に臨床実習に臨む姿勢がうかがわれた．
臨床実習の経年的観察から積極性に欠ける学生の増

加傾向を指摘した報告5）もあるが，診療への参加は臨
床医になるために必要であり，たくさんの症例を診た
いとの回答が増えたことから，今回観察した2年間で
はわずかではあるが，積極性が出てきたのではないか

In order to enhance the quality of clinical clerkships and make them more effective, we surveyed the atti-
tudes of114 students in2009 and104 students in2010with a12-point survey and compared the results.

The survey covered topics such as students’ knowledge levels and proficiency at the technical skills re-
quired for clinical practice, how students tried to deal with gaps in their knowledge or abilities, dress codes and
appearance, interaction with patients, instructors, and dental colleagues, and the outcomes of the clinical clerk-
ship. The results for the2010 survey showed an increase in the number of students indicating they felt that
they lacked the required knowledge and skills and had a desire to improve. Such students practiced simulated
dental treatments and felt that they needed to dress in a manner befitting a member of the dental staff. These
results indicate an improvement in attitudes and the taking of a more positive approach towards becoming den-
tists by the2010 students compared with those of2009.

Key words: clinical clerkship , questionnaire , undergraduate-education
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図1 アンケート調査内容（2009年度）

図2 アンケート調査内容（2010年度）
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と思われる．
一方，『診療するための自身の知識について』（図5）

は「充分に備わっていた」との回答が極端に少なく，
「やや不足」「不足」が約40～50％の高い値を示した．
「やや不足」「不足」と自覚した学生は2010年度でわ
ずかな減少を示したが，『診療するための自身の技術
について』（図6）では「不足していた」との回答が
増加し，技術の重要性を改めて認識したようである．
これは『知識や技術不足を感じた時の対応策』（図7）
で「シミュレーターを使用した」と回答して積極性を
示した学生が多かったことからも推察できる．
柴崎6）は，実習生に対して登院前オリエンテーショ

ンで基礎知識を復習するよう指導しても，現実には準
備不足で登院してくる学生が大半で，質問にもほとん
ど答えられず，貴重な時間を費やしても本当に実りあ
る実習になっているのか大いに心配であるとしながら
も，実習本来の意図するところは，単に知識の切り売
りではなく，生きた人間，病める人間と直に接して医
療現場の雰囲気を体験することも目的であると述べて
いる．実習で知識も技術も不足していると感じたこと
を良い機会と考え，一日でも早く自己研鑽を積んでい
くよう指導すべきであろう．
『指定の服装や身だしなみ』（図8）では，「帽子は

不要である」が大幅に減少したが，これは必要な診療
科以外では帽子をかぶらなくしたためと思われる．ま
た，「髪の長い学生がいる」や「（厳しくても）気にな

らない」が増加傾向を示したことから，直接患者と接
するようになって医療スタッフの一員としての自覚が
芽生え始めたのではないかと考える．
この身だしなみについては，指導医サイドと学生サ

図3 学生が診療に加わることについて

図4 診療内容について

図5 診療するための自身の知識について

図6 診療するための自身の技術について

図7 知識や技術不足を感じた時の対応策

図8 指定の服装や身だしなみ
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イドで大きく認識が異なる．例えば毛髪については，
2009年度初頭にカラーチャートを準備して色調に関す
る基準を提示したが，長さやスタイル等については基
準設定が困難となるのは避けられない．しかし，少し
でも自覚が芽生えたと考えられるこの時点で，医療ス
タッフとしての明確な基準を設定すべきであろう．
人間関係（患者，指導医，スタッフ）については，

『患者さんと』『スタッフと』では「やや良好」が増
加，「どちらともいえない」が減少傾向を示した．『患
者さんの学生への態度』では，「信頼関係の構築」や
「患者さんの優しさ」を体感していて，学生自身が積
極的に実習に臨むようになった結果であり，学生の成
長がうかがえた（図9～12）．
一方『指導医と』では「良好である」との回答が減

少し，2010年度に新たに設けた回答肢「指導医間で差
がある」が76．9％と極めて高い結果を示した．2009年
度も「指導医を変えて欲しい」「厳しすぎる」などの

回答が目立った．
江藤7）は歯科大学や歯学部卒業生の力量不足を指摘

しており，その原因について中村8）は臨床実習の不足
を挙げ，安藤ら9）は指導医の指導能力の低さに伴う学
生の積極性の低下が実施ケース数の不足を招き，実習
不足の要因になったとしている．このように指導医の
力量は臨床実習の成否に深くかかわるが，本結果での
指導医間の格差はカリキュラム変更に伴う教育スタッ
フの意思統一がうまく図れていなかったことが原因と
考えられる．いずれにしても，指導医間の格差はかな
り重大な問題であり，臨床能力の向上，ワークショッ
プへの参加などによる教育に対する意識の再確認と教
育技法のレベルアップを目指す10）など，早急に改善す
べきことであると考えている．
『この実習で経験しできるようになったこと』につ

いては，「医療面接」「診療録作成」といった日常臨床
のあらゆる場面で必要となる基本的事項で増加した．
また，「スケーリング」「印象採得」「レジン充填」「浸
潤麻酔」「根管治療」「義歯の設計」といった基本的手
技に関しても増加したことから，初歩的段階ではある
ものの診療参加型実習が学生に徐々に浸透しつつある
結果と考える．その一方で不可逆的治療である「支台
歯形成」は，患歯の切削時に隣在歯や歯周組織だけで
なく頬粘膜や舌を損傷する危険性があり，損傷した場
合の被害も大きいことから，診療に不慣れな学生自身
はもちろん指導医も難易度が高い治療の一つと考える
傾向にあり，2年続けて回答数も少ないままであった
（図13）．
本実習では，歯学教育モデル・コア・カリキュラ

ム11）に記載されている「水準1」をベースに，日常臨
床で遭遇することが多く，また，技術の習得も必要と
考えられる治療をミニマムリクワイアメントとして，
その必須ケース数を設定している．本来すべての内容
を必須とすべきではあるが，診療内容によっては困難
やリスクを伴うと考えられる項目もある．そこで，複
数の必須ケースから選択する方式をとっている．その

図12 患者さんの学生への態度

図9 患者さんとの関係

図10 指導医との関係

図11 スタッフとの関係
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結果，不可逆的治療に関しては，学生も指導医も両方
がケースとして選択することを回避する結果となった
と考えられる．今後は徐々にでも必須ケース数とケー
ス内容を増やすべきだとは考えるが，そのためには基
礎実習の内容充実を図っていくことも重要である．
『後輩に伝えたいこと』については，知識の必要性

や会話能力の向上といったことはもちろん，学生紹介
患者の必要性や，自分のためになるので手を抜くこと
なく，しっかりと自己研鑚を積むようにアドバイスす
る意見が増加し，ここでも学生自身の向上心がうかが

われた（図14）．
指導医は毎年新しい学生に対して一定内容の説明を

して実習を開始しているが，学生の立場からすると，
先輩からの様々な意見も参考にしていると考えられ
る．2009年度の学生は，前年度の実習と比較してシス
テムが大幅に変更されたことで戸惑いが認められたと
は考えられるが，2年目には向上心がうかがわれたこ
とから，先輩からの正しい情報伝達とそれを真摯に受
け止める姿勢が浸透していくことで，臨床教育も充実
するのではないかと考えている．

結 論

2009年度から本格的に開始した診療参加型臨床実習
を修了した学生に2年連続でアンケート調査を実施
し，以下の結論を得た．
1．診療参加型臨床実習の初年度に比べ，次年度の

方が学生の積極性や成長，向上心が認められ
た．

2．大きな問題点として指導医間の格差がうかがわ
れ，学生と接する態度の改善や明確な評価基準
の策定が急がれる．
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